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(57)【要約】
　バイプレーンモードで動作可能なマトリックスアレイ
(500)のプローブ(10)を備える超音波システムが、血管
の2つのカラードップラーバイプレーン画像(60a,60b)を
同時に表示することによって、前記血管の狭窄を評価す
るのに用いられる。一は縦方向の断面像(60a)で、かつ
、他は横方向の断面像(60b)である。2つの画像平面は、
PWドップラーに用いられるドップラービームライン(68)
に沿って交差する。試料体積のグラフィックス(SV)が、
一の画像中においてピーク速度位置で前記血管にわたっ
てその位置が特定され、かつ、他の画像中において前記
ピーク速度位置で前記血管にわたってその位置が特定さ
れる。前記試料体積位置が一の画像中で移動する際、他
の画像の面及び/又は試料体積位置がそれに合わせて調
節される。続いてスペクトルドップラーデータ(62)が、
前記試料体積位置から取得され、かつ、表示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血液流の評価を実行するため、バイプレーンモードで動作可能なマトリックスアレイプ
ローブを有する超音波診断イメージングシステムの動作方法であって：
　バイプレーンカラードップラーモードで血管を可視化し、かつ、同時に各異なる画像平
面の第1バイプレーン画像と第2バイプレーン画像を同時に表示する段階；
　前記第1画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階；
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階であっ
て、前記第1画像は、前記第2画像内における特定段階に対応して調節される、段階；
　前記ドップラー試料体積の位置での流速のスペクトルドップラー表示を取得する段階；
及び、
　前記の取得されたスペクトルドップラー表示を用いて速度特性を測定する段階；
　を有する方法。
【請求項２】
　前記可視化段階が、交差する面のバイプレーン画像内で血管を可視化する段階をさらに
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記バイプレーン画像のうちの少なくとも1つが、前記画像内で前記血管と交差するド
ップラービームラインを有し、かつ、
　前記可視化段階が、前記ドップラービームラインに沿って交差するバイプレーン画像内
で前記血管を可視化する段階をさらに含む、
　請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第1画像内においてドップラービームラインに沿ってドップラー試料体積のグラフィッ
クスの位置を設定する段階をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第2画像内においてドップラービームラインに沿ってドップラー試料体積のグラフィッ
クスの位置を設定する段階をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記ドップラー試料体積の位置での流速のスペクトルドップラー表示を取得する段階が
、PWドップラー取得によってドップラースペクトル表示を取得する段階をさらに含む、請
求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ドップラー試料体積の位置での流速のスペクトルドップラー表示を取得する段階が
、前記ドップラービームラインの方向でのPWドップラー取得によってドップラースペクト
ル表示を取得する段階をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第2画像内での前記ドップラー試料体積の位置に対応して前記第1画像の面を調節する段
階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第2画像内での前記ドップラー試料体積の位置に対応して前記第1画像内の前記ドップラ
ー試料体積の位置を調節する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1画像又は前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定
する段階が、画像内での試料体積グラフィックスの位置を自動的に設定する段階をさらに
含む、請求項1に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記スペクトルドップラー表示を取得する段階が、スペクトルドップラー表示のスクロ
ールを自動的に開始させる段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記バイプレーンカラードップラーモードで血管を可視化する段階が、バイプレーンカ
ラードップラー画像を自動的に最適化する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スペクトルドップラー表示を取得する段階が、スペクトルドップラー表示を自動的
に最適化する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記バイプレーンカラードップラーモードで血管を可視化する段階が、前記第1バイプ
レーン画像内で前記血管の縦方向断面像を可視化し、かつ、前記第2バイプレーン画像内
で前記血管の横方向断面像を可視化する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療診断システムに関し、より詳細には、狭窄した血管又は心循環系内の他
の地点での血液流を評価する超音波診断システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの標準的な血管超音波検査での重要な処理は、動脈の狭窄－すなわち狭くなること
－の評価を得ることである。これは一般的には、カラードップラーを用いて狭窄を発見し
、かつ、PWドップラーを用いてピークの流れ速度－これは狭窄の程度に関連づけられる－
を測定することによって評価される。これは、血管狭窄を評価する十分に確立されたワー
クフローだが、医療従事者であるユーザーにとって周知である多数の制限に制約されてい
る。第一に、多くの手動手順が含まれることである。これらの手順を成功させるには熟練
したユーザーが必要とされ、また莫大な時間が必要となる恐れもある。またユーザーは一
の2次元(2D)画像平面内でカラードップラー表示によって血液流を視覚化することしかで
きないので、前記処理は、血液流のピーク速度の位置を厳密に視覚化するため、超音波プ
ローブを手動で傾けることによってその超音波プローブの位置を再度設定することを必要
とする。その超音波プローブが血液流のピーク速度と実際に一致しているのかを確かめる
ことはユーザーにとって困難である。熟練ユーザーは、ドップラー音を利用して、画像の
垂直面内の最高の狭窄位置を目視によらずに特定する。これは時間を要するし、かつ、位
置合わせが厳密ではないときには不正確なピーク速度が測定されてしまう恐れもある。最
終的には、角度補正－これは流れの方向とドップラー線との間での最適角度を設定しよう
とするものである（し、実際の流速を決定するために必要とされる）－が、血管が一の面
内でしか見えないときに正しいことを保証することも困難である。角度補正が不正確だと
、ピーク速度の測定が不正確となり、かつ、反復測定間、各異なるユーザー間、及び各異
なる実験室間で結果が一貫しない可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第6709394号明細書
【特許文献２】米国特許出願第61/541353号明細書
【特許文献３】国際公開第2003/019227号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、これらの誤り、不正確さ、及び処理の困難さの原因を克服する血管処理用の超
音波ワークフローを供することが望ましい。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の原理によると、超音波診断システム及びワークフローが記載されている。当該
超音波診断システム及びワークフローでは、それぞれ向きの異なる2つの撮像面が、同時
に取得及び表示される。前記2つの画像面は体内で交差する撮像面である。前記交差する
撮像面は、調査されている狭窄又は位置、一の平面内での角度補正、及び、2つの面での
独立したドップラー試料体積(SV)の位置設定の可視化を可能にする。半自動の実施形態が
記載されている。前記半自動の実施形態では、前記2つの画像面は自動的に、前記2つの画
像面の相対的な向きを調節することで、2つの面内での前記試料体積の視覚化を維持する
。自動化された実施形態では、当該ワークフローの多数の段階の最適化が自動的に行われ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明によって構築された超音波診断イメージングシステムをブロック図で表し
ている。
【図２】従来の超音波狭窄評価試験用の超音波表示スクリーンを表している。
【図３】典型的な超音波狭窄評価試験のワークフローを表している。
【図４】本発明による超音波狭窄評価試験用の超音波表示スクリーンを表している。
【図５】本発明の原理による超音波狭窄評価試験のワークフローを表している。
【図６】本発明の原理による高度に自動化された超音波狭窄評価試験のワークフローを表
している。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　最初に図1を参照すると、本発明によって構築された超音波診断イメージングシステム
がブロック図で示されている。超音波プローブ10は、複数のトランスデューサ素子からな
るトランスデューサアレイ12を有する。トランスデューサアレイ12は、超音波を体内へ送
信し、かつ、戻りエコー信号を受信する。送信波は、体内の関心領域を調査するようにビ
ーム又は走査線の方向に案内される。一次元アレイは、2次元イメージングのため、単一
平面にわたってビームを送信するのに用いられて良い。本発明による狭窄評価試験では、
プローブ10は、プローブマイクロビームフォーマ502と結合するトランスデューサ素子500
の2次元アレイを有するマトリックスアレイプローブである。マトリックスアレイプロー
ブは、3次元イメージングのため、身体の体積領域にわたってビームを送信するのに用い
られて良い。以降でより詳細に説明するように、ビームは、特定の位置での細胞組織又は
特定の方向での血液流を調査するため、プローブによって様々な方向に操縦及び集束され
て良い。本発明のワークフローについては、特許文献1に記載されている－3次元領域内で
2つの交差面が同時に走査及び結像される－ように、マトリックスアレイプローブは、バ
イプレーンモードで動作可能である。
【０００８】
　送受信でのビームの制御及び処理は、ビームフォーマ制御装置16によって行われる。ビ
ームフォーマ制御装置16は、適切に生成されたビームを送信し、かつ、遅延と合計を介し
て受信信号をコヒーレントエコー信号となるようにビーム整形するようにマイクロビーム
フォーマ502とシステムビームフォーマ14を制御する。図1に図示されているように2段階
ビーム生成システムでは、受信信号の部分ビーム整形がマイクロビームフォーマによって
実行され、かつ、ビーム整形処理の完了はシステムビームフォーマによって行われる。ビ
ームフォーマは、たとえば所望の画像面にわたってビームを走査させ、かつ、画像面の領
域にわたってビームを繰り返し走査させるようにトランスデューサアレイを制御して良い
。前記領域内では、血液流が、身体の前記領域内に存在する血液流の速度にとって適切な
パルス反復周波数(PRF)で評価される。
【０００９】
　直交バンドパスフィルタ18は、エコー信号を、直交するI成分とQ成分にするように処理
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する。それぞれ別個の成分は、ドップラー調査が行われるべき地点でのドップラー信号の
位相又は周波数シフトを推定するドップラー角推定装置20によって利用される。Bモード
検出器22は、I成分とQ成分の2乗の和の平方根をとることによって細胞組織の画像につい
てのBモード検出を実行するためにI成文とQ成分を利用する。検出されたエコー強度は、
体内の細胞組織の2次元画像又は3次元画像を生成するような空間に係る原則に基づいてB
モード画像処理装置24によって処理される。この検出されたエコー強度は、表示のために
表示処理装置36によって処理され、かつ、表示スクリーン上に表示される。
【００１０】
　ドップラー角推定装置20によって生成される画像平面内の位置でのドップラー周波数は
、これらの位置での流れの速度値へ直接マッピングされて良い。このドップラーデータは
、2次元画像形式又は3次元画像形式へデータを空間的に処理するカラーフロー処理装置30
に結合される。カラーフロー処理装置30では、速度値が色で符号化される。このドップラ
ーカラーマップは、表示処理装置36によって、空間的に対応するBモード画像の上にオー
バーレイ表示される。それによりカラーコーディングによって、流れが生じている人体組
織中の位置並びにその流れの速度及び方向が表される。画像中の特定の地点からのドップ
ラーデータ－その画像中のその位置を覆うように試料体積SVを位置設定することによって
選ばれる－は、スペクトルドップラー処理装置32に結合される。スペクトルドップラー処
理装置32は、その地点での時間に対する流れの速度の変化及び分布のスペクトル表示を生
成する。スペクトルドップラー表示は、表示スクリーン52上でのスペクトルドップラー表
示の処理及び表示のため、表示処理装置36へ送られる。
【００１１】
　本発明の狭窄検査のワークフローでは、カラーフロー処理装置30からのカラーフローデ
ータ及び好適にはBモードプロセッサ24からの空間的に対応するBモードデータは、カラー
ボックス位置及びステアリング角処理装置40に結合される。カラーボックス位置及びステ
アリング角処理装置40は、カラーフロー画像の設定の自動化と特徴を制御する。そのよう
な制御には、カラーボックスの適切な位置設定、ドップラービームのドップラー角の設定
、画像中での試料体積SVの特定、及び、ドップラー角補正の流れ角カーソルの適切な位置
設定が含まれる。ドップラー角の制御のため、カラーボックス位置及びステアリング角処
理装置が、ドップラービーム方向を制御するビームフォーマ制御装置16に結合される。カ
ラーボックス位置及びステアリング角処理装置の設定と制御は、ユーザーコントロールパ
ネル50上での制御の設定によって与えられる。カラーボックス位置及びステアリング角処
理装置によって制御される機能のグラフィカル表示－たとえばカラーボックスの外形、試
料体積のグラフィックス、及び流れ角カーソル－が、グラフィックス処理装置34を介して
供される。グラフィックス処理装置34は、超音波画像上にグラフィックスをオーバーレイ
表示するように表示処理装置36に結合される。カラーボックス位置及びステアリング角処
理装置40の動作は、特許文献2において十分に記載されている。
【００１２】
　図2は、現状の標準的な実務による狭窄評価検査を実行するための典型的なカラーフロ
ー/スペクトルドップラー二重画像の超音波システム表示を示している。人体組織の2次元
(2D)超音波画像60がスクリーンの上部に位置している。スペクトルドップラー表示62はス
クリーンの下部に位置している。ドップラー調査はカラーボックス70内部で実行される。
カラーフロー画像はカラーボックス70内部で表示される。カラーボックス70外部に位置す
る画像の周辺部が、カラードップラーオーバーレイ表示されずにBモードグレースケール
で示されている。カラーボックスを用いることで、ドップラーが実行されるべき領域が描
画される。ドップラーアンサンブル取得のための反復的ドップラー送信はカラーボックス
外部では行われない。ドップラー送信をカラーボックスのみに限定することで、カラーボ
ックス外部で反復的なライン調査を行う必要がなくなり、その結果として画像を生成する
のに必要とされる送受信サイクルの合計数が制限される。それにより画像を取得するのに
必要な時間が短縮される。これは、表示の実時間フレームレートを改善する。スペクトル
ドップラーデータのドップラービームは、ビーム方向ライン68に沿って送受信される。ス
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ペクトルドップラー表示に用いられるデータは、ビーム方向ライン上の試料体積SVから戻
ってくるエコーから取得される。角度補正に用いられるドップラー流れ方向カーソル66は
、血管64の長手方向の向きと位置合わせされるので、血管内での流れの方向と実質的に平
行である。ドップラーステアリング角は、カラーボックス70とビーム方向ライン68の垂直
角である。カラーボックス70とビーム方向ライン68は互いに略平行である。この例では、
ドップラーステアリング角は、血管64の長手方向と約60°の角をなすように設定される。
【００１３】
　図2に示された二重ドップラー表示の助けを借りることによって、典型的な超音波狭窄
検査が、図3のワークフローに示されているように進められる。最初に、超音波システム
は、段階80で示されているようにカラードップラー画像60中の血管64内の狭窄の位置を可
視化するカラードップラーモードに設定される。カラードップラー画像は、段階81におい
て、血管64を覆うように試料体積SVの位置を設定し、かつ、カラードップラーステアリン
グ角とカラーボックス70の長手角を調節することによって最適化される。続いて医療者は
、段階82において、画像を吟味して、カラードップラースケール61で速い速度の色で表さ
れている血管64内の最高速度の流れを探索する。段階83では、医療者は、画像の走査面が
流れのピーク速度の位置で血管と交差することを保証するようにカラードップラー画像を
観察し続けながら、プローブ10を傾ける。これは本質的にはブラインドサーチである。な
ぜなら走査平面の各変化は、ピーク速度の色が画像中に存在することを保証するため、他
の平面内でこれまでに見えていた色と慎重に比較しながら吟味されなくてはならない新た
な画像中において新たなドップラー値を表すからである。一旦医療者が、ピーク速度の位
置が可視化されていると自信を持てば、PW（パルス波）ドップラーモードが、PWドップラ
ービーム方向ライン68を表示するように始動され、ラインが位置設定され、かつ、ドップ
ラー試料体積SVは、段階84で示されているように画像中でのライン上のピーク速度位置に
位置設定される。新たな画像が可視化されているので、カラードップラー画像の最適化（
段階81）は繰り返されなければならない可能性がある。PWドップラースペクトルのスクロ
ール表示が開始される（段階85）。それにより、スクリーン下部に示されているようにSV
位置での流れの速度のスペクトルドップラー表示62が生成される。PWドップラー表示は、
段階86において、設定－たとえばドップラースケール、ドップラー角、試料体積のサイズ
、及び角度補正の設定－を調節することによって最適化される。ここでプローブが、PWド
ップラー信号強度及び/又は速度を最大にし、最大流速がスペクトル表示に記録されてい
ることを保証するため、段階87に示されているように再度傾けられる。スクロールスペク
トルドップラー表示は、段階88において取り込まれる（スクリーン上で止められ、保存さ
れる）。その時間での血液流のピーク速度及び他のパラメータが表示から測定されて良い
。
【００１４】
　上述の記載からわかるように、この処理は、膨大なプローブ操作と超音波システム設定
の調節を必要とする。そのすべては、医療者の多大な経験と熟練の結果として得られるも
のである。これらの困難は、本発明に従って、図5のワークフローと共に図4の超音波シス
テムスクリーン表示によって表されているバイプレーンモードで動作するマトリックスア
レイプローブによって狭窄検査を実行することによって解決される。図4は、2つのバイプ
レーン画像42と44を有する二重超音波表示を示している。バイプレーンモードでは、2次
元アレイトランスデューサ500は、体内の2つの異なる2つの面を交互に走査することで、2
つの画像42と44を生成する。一般的には、複数の画像のうちの1つの画像－たとえば図4の
左側の画像－は、トランスデューサアレイの中心に対して垂直に投影する参照面の画像で
ある。第2画像－この例では画像44－は、参照画像の面の周りで回転及び/又は傾斜する。
本発明の好適実施例では、いずれの画像面も、互いに対して再度位置設定されて良い。左
側の面と右側の面の両方が有意で、かつ、それらの向きがユーザーによって容易に理解で
きるように、面は、SVの中心位置で、かつ、PWドップラービームライン68又はカラーボッ
クス70のカラーステアリング角のいずれか（異なる場合）によって定義されるベクトルに
沿って交差することが好ましい。このことは、左側の画像42が図面の面内に存在する場合
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、カラー/PWが左側の面内で操作されるときには、右側の画像44は、図面の面の外側に出
るように傾けられることを意味する。左側の面内においてユーザーによってSVが横方向に
動かされることで、右側の面は横方向に並進する。それにより右側の画像44は、SVがその
画像面内のどこに存在するのかを常に示す。右側の面44内でのSVの移動も同様に、左側の
画像の面を－この場合では高さ方向に－並進させる（図面の面の中又はその外で）。台形
型バイプレーン形式では、面（及びPWドップラーライン68）は、共通の原点を起源とする
。そのためすべての面は並進せずに傾斜する。
【００１５】
　図4の二重表示によって、超音波狭窄検査が、図5のワークフローに示されているように
進められる。狭窄血管64は、段階90で示されているようにカラードップラーモードでバイ
プレーン内で可視化される。段階91では、カラードップラー画像は、血管64を覆うように
試料体積SVの位置を設定し、かつ、最適カラードップラーステアリング角、つまりカラー
ボックス70aの角度を選択することによって最適化される。医療者は、段階92において、
左側のバイプレーン画像60aを吟味することで、カラードップラースケール61での速い速
度に係る色によって表される血管64内での最高速度流を探索する。段階93では、PWドップ
ラーモードが始動され、PWドップラービームライン68が左側の画像60aの上に表示され、
かつ、医療者は、そのラインに沿ってライン68と試料体積SVの位置を調節する。この例で
は、右側のバイプレーン画像60bの面は、PWドップラービームライン68と位置合わせされ
ている。段階94では、右側の画像60b中に示されたSVは、この画像平面内の血管64の断面
像内のピーク速度の色で中心となるように調節される。医療者は、右側の画像平面内での
SVの位置を右側の画像中でのピーク流速度に合わせるように横方向と軸方向の両方で調節
し得ることが好ましい。この画像については色角度の調節は必要ない。SVの横方向の位置
が再度設定されるとき、左側の画像面の高さは、両方の面をPWビームライン68に沿って位
置合わせされた状態を保つため、わずかに変化し得る。単純化された実施例では、SVは軸
（深さ）方向の調節にしか制約されず、かつ、横方向の調節は、ライン68が右側の画像内
のピーク速度位置の上に存在するようにプローブを高さ方向に移動すなわち振動させるこ
とによって行われる。繰り返しになるが、左側の画像面は、その調節に対応して移動して
良い。
【００１６】
　PWドップラースペクトル表示62のスクロールが段階95で開始される。スペクトル表示は
、上述したように、必要に応じて段階96において最適化される。スクロールするスペクト
ルドップラー表示は、段階97において取り込まれる。血液流のピーク速度及び他のパラメ
ータは、表示から測定されて良い。
【００１７】
　図5のワークフローの処理は、図6の自動化された狭窄評価ワークフローによって表され
ているようにユーザーの操作をさらに軽減して、精度を向上させるように自動化されて良
い。図6では、図5で述べた段階には同一の参照番号が与えられている。段階193では、画
像面内での試料体積SVの位置設定及び左側の最適ドップラーステアリング角の設定は、ユ
ーザーにとって自動的に行われる。これらの調節を自動化する装置及び方法は特許文献2
に記載されている。特許文献2はまた、カラーボックス70a内の試料体積の位置を自動でセ
ンタリングするだけではなく角度補正カーソル66の自動設定についても記載している。左
側の画像面60a内の試料体積位置の自動で調節することで、右側の画像60bの面の位置が傾
斜又は並進する。段階194では、処理装置40も同様に、右側の画像面内でのピーク速度位
置での試料体積SVの位置設定を自動で行う。繰り返しになるが、これにより、左側の画像
面に並進又は傾斜効果が生じる。段階195では、PWドップラースペクトル表示のスクロー
ルが、過去の調節が行われた後に開始される。段階196では、スペクトル表示は、特許文
献3に記載されているように、ドップラースケール、ベースライン、及び利得を設定する
ように自動的に最適化される。よって医療者は、狭窄血液流のドップラースペクトルが取
り込まれ、かつ、その特性が測定される地点に迅速かつ正確に導かれる。
【００１８】



(8) JP 2015-530182 A 2015.10.15

　本発明の方法が、狭窄の流れ特性を評価するのに理想的に適しているが、本発明の方法
は、血液流のピーク速度が測定されるべき他の血管処置－たとえば心臓の心室内での血行
の動態(hemodynamics)及び弁を介した血液流の血行の動態－においても有用であることが
わかる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月30日(2015.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血液流の評価を実行するため、バイプレーンモードで動作可能なマトリックスアレイプ
ローブを有する超音波診断イメージングシステムの動作方法であって：
　バイプレーンカラードップラーモードで血管を可視化し、かつ、同時に各異なる画像平
面の第1バイプレーン画像と第2バイプレーン画像を同時に表示する段階；
　前記第1画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階；
　前記第2画像内において前記ピーク速度位置での前記ドップラー試料体積を特定する段
階であって、前記ドップラー試料体積又は前記第1画像の平面は、前記第2画像内における
特定段階における前記ドップラー試料体積の特定に対応して調節される、段階；
　前記ドップラー試料体積の位置での流速のスペクトルドップラー表示を取得する段階；
及び、
　前記の取得されたスペクトルドップラー表示を用いて速度特性を測定する段階；
　を有する方法。
【請求項２】
　前記可視化段階が、交差する面のバイプレーン画像内で血管を可視化する段階をさらに
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記バイプレーン画像のうちの少なくとも1つが、前記画像内で前記血管と交差するド
ップラービームラインを有し、かつ、
　前記可視化段階が、前記ドップラービームラインに沿って交差するバイプレーン画像内
で前記血管を可視化する段階をさらに含む、
　請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第1画像内においてドップラービームラインに沿ってドップラー試料体積のグラフィッ
クスの位置を設定する段階をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第2画像内においてドップラービームラインに沿ってドップラー試料体積のグラフィッ
クスの位置を設定する段階をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記ドップラー試料体積の位置での流速のスペクトルドップラー表示を取得する段階が
、PWドップラー取得によってドップラースペクトル表示を取得する段階をさらに含む、請
求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ドップラー試料体積の位置での流速のスペクトルドップラー表示を取得する段階が
、前記ドップラービームラインの方向でのPWドップラー取得によってドップラースペクト
ル表示を取得する段階をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項８】
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第2画像内での前記ドップラー試料体積の位置に対応して前記第1画像の面を調節する段
階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
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【請求項９】
　前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定する段階が、前
記第2画像内での前記ドップラー試料体積の位置に対応して前記第1画像内の前記ドップラ
ー試料体積の位置を調節する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1画像又は前記第2画像内においてピーク速度位置でのドップラー試料体積を特定
する段階が、画像内での試料体積グラフィックスの位置を自動的に設定する段階をさらに
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　前記スペクトルドップラー表示を取得する段階が、スペクトルドップラー表示のスクロ
ールを自動的に開始させる段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記バイプレーンカラードップラーモードで血管を可視化する段階が、バイプレーンカ
ラードップラー画像を自動的に最適化する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スペクトルドップラー表示を取得する段階が、スペクトルドップラー表示を自動的
に最適化する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記バイプレーンカラードップラーモードで血管を可視化する段階が、前記第1バイプ
レーン画像内で前記血管の縦方向断面像を可視化し、かつ、前記第2バイプレーン画像内
で前記血管の横方向断面像を可視化する段階をさらに含む、請求項1に記載の方法。
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